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地球と宇宙
（ア）天体の動きと地球の自転・公転
㋑ 年周運動と公転

地軸の傾きについては、例えば、季節ごとに
太陽の南中高度を継続的に観測させ（中略）。
その際、太陽の南中高度の変化に伴う昼夜の

長さや気温の変化に触れ、さらに、四季の生じ
る理由を取り上げることなどが考えられる。

（１）中学校学習指導要領解説 理科編より

１．はじめに



・夏至は日本が太陽に近いから暑い？
・モデル実験で昼の長さの変化は分かるけれども・・・。
・南中高度が高いとなぜ気温が高くなるの？

地軸の傾きについては、例えば、季節ごとに
太陽の南中高度を継続的に観測させ（中略）。
その際、太陽の南中高度の変化に伴う昼夜の
長さや気温の変化に触れ、さらに、四季の生じ
る理由を取り上げることなどが考えられる。

１．はじめに

（２）予想される子どものつまづき

出典：国立天文台 暦Wiki



（３）教材や指導の工夫

１．はじめに

①季節変化を実感できる野外観察

②地軸の傾きに気付くモデル実験

※パターン把握（下野2009）

・「比較・観察」「関連性」「変化」



①季節変化を実感できる野外観察（第２時）

目的：太陽の南中高度や昼の長さの変化と

関連させて、自然環境の季節変化を、

諸感覚をつかって、とらえる。

夏（７月）
正午
一人１個の透
明半球を使い、
太陽の南中高
度を記録する



その後、
秋（10月）
正午
一人１個の透
明半球を使い、
太陽の南中高
度を記録する

①比較・観察が可能な事象

①季節変化を実感できる野外観察（第８時）



②関連性をもつ事象

・気温、地温

・自分の影の長さ

・自由記述
「その他の景色や日差
しなど諸感覚で見つけ
たこと・感じたこと」

７月（正午）の影の長さ



１０月（正午）の影の長さ



①季節変化を実感できる野外観察

７月（正午）の地温 10月（正午）の地温



①季節変化を実感できる野外観察

７月（正午）の景色 １０月（正午）の景色



一人１個のミニ透明半球（ゲームセンターの廃棄
カプセル）に記録

③変化を読み取ることが可能な事象

７月の太陽の
みかけの動き

１０月の太陽の
みかけの動き



①季節変化を実感できる野外観察

数量化、図、スケッチ、
簡潔な文章等の記録

諸感覚をつかって、比較・類推、関連性を発
見できる視点を与える。



生徒番 夏の自由記述

1 緑が多い 肌がやける 風が気持ちいい 雲が大きい セミの声 反射まぶしい 汗が出る

2 セミの声 涼しげな風

3 頭がやけるよう セミの声 地面の反射 朝礼台熱い

4 地面が熱い 影が短い

5 じめじめする

6 暑い セミの声 地面の反射 朝礼台熱い

7 汗が出る セミの声 日差し強い

8 風がない 晴れ 南西に雲が多い 緑の木 セミの声 汗が出る

9 セミの声 うすい雲 風が少し

10 青い空 輝く太陽 緑の木々 とにかく暑い

11 セミの声 日差し強い 汗が出る

12 汗ばむ セミの声

13 セミの声 風がちょっと

14 地面がすごく熱い 風は少し セミの声

15

17 セミの声 涼しげな風 緑の木々

18 セミの声 照りつける太陽 緑の葉

19 セミの声 風が気持ちいい

31 緑いっぱい セミの声 日差し強い ジリジリ モワ～っとする 汗が出る 日焼けしそう

32 暑い 日差し強い セミの声 風がない 汗が出る まぶしい

33 木が緑色 汗が出る セミの声 南からの風 風が生暖かい 日光まぶしい やける

34 体がねばねば 焼ける 明るい まぶしい セミの声 地面が熱い 葉が緑 生暖かい空気

35 マンホールが熱い 無臭 風が生暖かい セミの声 むしむし 裸足で歩くと熱い

36 マンホールが熱い セミの声 木の葉がゆれる風 ボンネットが熱い 日差しが強い まぶしい

37 マンホールが熱い ボンネットが熱い 風で木の緑ゆれる

38 暑い 焼ける まぶしい セミの声

39 汗が出る 暑い 葉が緑 セミの声

40 セミの声 まぶしい 腕が痛い（暑い）

41 景色が緑 日差し強い ジリジリ暑い セミの声 汗が出る

42 セミの声 まぶしい

44 セミの声 まぶしい ジリジリ暑い 空が高い 山が緑色 南からの風 地面がやけどなみ プールがキラキラ

46 とても暑い やけそう セミの声 汗が出る

夏（７月）の自由記述より



生徒番号 秋の自由記述

1 落ち葉 風がふいている 山の紅葉 汗が出ない 日差し強くない 雲

2

3 影が長い 太陽が低い 頭がすずしい 葉が枯れた 鳥の声 地面の反射無い 風がある

4 涼しい 影が長い 地温と気温同じ

5 風が涼しい 葉が枯れている セミの声ない 影が長い

6 風が冷たい あたたかい 木の葉が茶色 地面熱くない 頭じりじりしない 目に光が入る

7 ポカポカ暖かい 風冷たい まぶしい セミの声ない

8 涼しい風 木の葉少ない 木の葉が茶色 汗が出ない ほどよく暖かい 汗が出ない

9 地温１０℃以上低い 風が冷たい 汗が出ない 太陽低い 太陽が目に入る

10 大きな雲 涼しい

11 日陰涼しい 鳥の声 セミの声ない

12 太陽あたたかい 空気冷たい ねむくなる

13 風ふいている 葉の数が減る

14 少し涼しい セミの声ない 風は少し

15 肌寒い

16 涼しい

17 マンホールさわれる やや冷たい 木の葉茶色 汗が出ない 地面あったかくない

18 涼しい風 瓦光ってない 葉が枯れた セミ声ない

19 葉が少ない 肌にちょうどいい風

31 肌寒い 葉の色ない 鳥の声 風が気持ちいい 太陽ぽかぽか グランドひんやり アスファルト人肌ぐらい

32 すごしやすい風 ぽかぽかする セミの声ない 汗が出ない 風がふいている 木の葉が枯れた

33 涼しい 葉枯れている マンホール冷たい 鳥の声 ぎんなんくさい 髪の毛少しあたたかい 肌寒い まぶしい

34 マンホール冷たい 風冷たい 鳥の声 ぎんなんくさい 葉が枯れている まぶしい 地面がつめたい

35 マンホール冷たい 鳥の声 風が冷たい 葉が少ない 雲が多い

36 マンホールぬるい 鳥の声 葉ゆれている 木枯れている 風が冷たい まぶしい

37 寒いけどあったかい マンホールあたたかい 鳥の声 風 ボンネット冷たい 風が冷たい まぶしい 紫外線少ない 肌寒い

38 葉が枯れている まぶしい 風が少しある 鳥の声

39 風が冷たい 太陽あたたかい 風が冷たい

40 風が冷たい 鳥の声 影は寒い 日向あったかい

41 セミの声ない 太陽あったかい 葉が枯れた

42 風が冷たい 気温と地温同じくらい

44 セミの声ない 寒い 風が多い 地面はあったかい 木が枯れている 地面と気温の差少ない まぶしさゆるむ

46 木の葉が枯れている

＜生徒の「パターン把握」の傾向から＞

・仲間と議論することで事象の数がふえ

たり、相互の関連性をみぬいたりする。

→仲間どうしの議論を積極的に導入。

・前回と同じ事象、視点で変化をとらえ

ようとする。

→１回目に何を把握させるかの意図

性が重要。

秋（１０月）の自由記述より



夏（７月） → 秋（１０月）

気温 ３３．７℃ → ２１．１℃

地温 ４２．６℃ → ２３．１℃

自分の
影 ４２．９㎝ → １９１．９㎝

体感 じりじり暑い →
涼しい・あたたか
い

日ざ
し 強い → 弱い

木の
葉

緑・多い → 茶・少ない

動物 セミの声 → 鳥の声

②地軸の傾きに気付くモデル実験（第９時）

①授業のねらい

「地球が地軸をかたむ
けたまま公転することで、
太陽の南中高度や昼の長
さが変化し、その結果、
身のまわりの自然環境の
季節的な変化が現れ
る。」

という新しい見方や考え
方を生み出す。

太陽の南中高度や昼の長さが変化



夏（７月） → 秋（１０月）

気温 ３３．７℃ → ２１．１℃

地温 ４２．６℃ → ２３．１℃

自分の
影 ４２．９㎝ → １９１．９㎝

体感 じりじり暑い →
涼しい・あたたか
い

日ざ
し 強い → 弱い

木の
葉

緑・多い → 茶・少ない

動物 セミの声 → 鳥の声

授業記録から

Ｔ：夏（７月）に比べて、身のまわりの自然環境

が変化した原因は何だと思いますか？

ＦＭ子：（昼の長さ）
ＥＫ子：（南中高度も。葉の緑が枯れた原因。）
ＫＡ子：（南中高度が気温に関係している）
ＯＹ男：７月の時は、頭がジリジリ熱かったから、きっとこ

うやって（図を書きながら）太陽の光が真上か
らあたる位置に日本がきていて、１０月は頭が
そんなに熱くなかったから、こうやって横の方
から光がくるようになったのだと思います。

課題化



授業記録から

Ｔ：夏（７月）に比べて、身のまわりの自然環境

が変化した原因は何だと思いますか？

課題化

ＭＭ子：私は、いろいろな自然が変化した原因は、気温が変
化したからで、それは、やっぱり太陽の南中高度に関
係すると思います。例えば、影の長さが変わったのも、
こうやって（図を書きながら）南中高度が高いと影が
短くなって、南中高度が低いと影が長くなります。
それで、私は、こうやって季節によって南中高度が

変化するのは、地球が公転しているからだと思って、
でも、どんなふうに地球が公転すると南中高度が変わ
るのかがわからないので、今日はそれを知りたいです。 



授業記録から

課題提示：季節によって太陽の南中高度

や昼の長さが変化するのは、

地球がどのように公転している

からなのだろう。

Ｔ：モデル実験をして、地球がどのように公転す

ると、昼の長さや太陽の南中高度が変化する

のか考えてみよう。



＜モデル教材の工夫＞

・蛍光色の

発泡スチロール球

・ブラックライトの

光源

・日本の位置に人間

モデルつまようじ

影の長さ、

日差しの強さ

（まぶしさ）に着目。



地球モデル
発砲スチロール球
（Φ12㎝）に蛍光色。
割りばしと粘土。

太陽光源モデル

ブラックライト電球。
木片に装着したソケット。

900円/本

1000円/個

約700円/セット

400円/個



地球モデル
色なし地球

＋
白熱球光源
よりも、

蛍光色地球
＋

ブラックライト光源

を使うとまぶしくなく
昼と夜の境が鮮明。



Ｔ：どんなところから南中高度が変化したことが

いえるのかな？→影の長さ、日差しの強さ

モデル実験中

①授業記録から

土台に粘土を使うことで、

試行錯誤的に地軸を傾け
ことができる。



ＦＴ男：（地軸が傾いたまま
公転すると昼の長さが
変化する）

ＮＭ子：私たちは、南中高度が高くなると影が短くなって、
南中高度が低くなると影が長くなる（粘土でつくった
人形モデルと懐中電灯を使って影を作り示しながら）
ということを使って、実験をしてみました。すると、
地軸が太陽に向かっているときはつまようじの影が短
くなって、この時が夏で、そして逆向きの時は影が長
くなったので、この時が冬になるのだと思います。

結果交流

①授業記録から

Ｔ：モデル実験で考えたこと、わかったことを発表

しましょう。



Ｔ：モデル実験で考えたこと、わかったことを発表

しましょう。

ＳＫ男、ＡＹ男、ＫＴ男の３人
の発言の後、 

ＹＹ男：僕は南中高度が変化すると気温が変化することを考
えました。（懐中電灯で光を当てながら）こうやって
南中高度が高いと、地面に光が当たる面積が狭くなっ
て日ざしが強くなって、南中高度が低いと面積が広く
なって日ざしが弱くなって、例えば、虫眼鏡で光を集
めて面積が狭いと温度が上がるから、やっぱり南中高
度が高いと気温が上がるのだと思います。

①授業記録から
結果交流



Ｔ：ＹＹ男くんの意見にあった、南中高度と気温の関係を

サーモグラフィーで確かめてみよう。 

①授業記録から
岐阜大学教育学部

理科教育講座地学教室

理科教材データベース

「星と宇宙（地軸と季節

変化）」より

終末の提示



①授業記録から 岐阜大学教育学部

理科教育講座地学教室

理科教材データベース

「星と宇宙（地軸と季節

変化）」より



①授業記録から 岐阜大学教育学部

理科教育講座地学教室

理科教材データベース

「星と宇宙（地軸と季節

変化）」より

夏至のモデル



①授業記録から 岐阜大学教育学部

理科教育講座地学教室

理科教材データベース

「星と宇宙（地軸と季節変化）」

より



①授業記録から

岐阜大学教育学部

理科教育講座地学教室

理科教材データベース

「星と宇宙（地軸と季節変化）」

より

冬至のモデル



Ｔ：今日の授業で、わかったこと感想を自分の言葉

でノートにまとめよう。 

①授業記録から

岐阜大学教育学部

理科教育講座地学教室

理科教材データベース

「星と宇宙（地軸と季節変化）」

より



諸感覚をつかって得
た自然環境の変化
や関連性についての
内容
→図、スケッチ、簡潔
な文章で表現し、
第三者に伝える。

→科学的表現力
の高まり

思考力、
理解の深まり。

日常生活や社会
との関連。

学習への満足感。
有用性。



夏〔７月〕と秋（10月）で、太陽や身の回りの自然を比較して観察したこと
は、「地球が地軸を傾けたまま公転するので季節が変化する」ということを

理解するのに、役立ったと思うか？（無記名：32人に実施）

あまり思わない
0%

まったく思わない
0%

すごく思う
72%

まあまあ思う
28%

すごく思う まあまあ思う あまり思わない まったく思わない



自然環境につい
て探究していく

関心、疑問。

実感を伴った
理解。応用。

身近な自然環境に
ついて、じっくり観
察する機会。

諸感覚を使って。
＝自分の体験
をもとにして。

思考、抽象化へ
の手助け。関連
性への気付き。







ご指導をよろしくお願いいたします。
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